	平成２２年度　岐阜県災害ボランティアコーディネーター養成講座

マネージャーコース実施要項


地球温暖化、少子・高齢化、都市圏の過密化、中山間地の過疎化など自然環境や社会構造などが変化する中で、災害の形態は大きく変化してきており、過去に経験したことのない災害を被る例が現れてきています。本年７月に可児市、八百津町を中心に発生した「短期・局所的」な豪雨による災害は記憶に新しいところです。また、東海地震等大規模な地震の発生が予想されるなど、各種災害への備えは差し迫った課題となっています。
こうした豪雨や地震等による災害に見舞われたとき、被災者・被災地に対しさまざまな支援が必要となります。ボランティアの力もその一つとして期待されますが、災害時のボランティア活動は被災地の人たちに必要なものでなければなりません。そうした被災者本位のボランティア活動を展開するために重要な役割を担うのがボランティアコーディネーターです。
　県社協ボランティア・市民活動支援センターでは、ＮＰＯを初めとする各種の支援団体やボランティアと協働して運営する「災害ボランティアセンター」において、被災地に精通し、被災者とボランティア、行政、地域をつなぎ被災者の支援に中心的に関わる人材（マネージャー型コーディネーター）を育成し、あわせて平常時から災害ボランティア活動の支援体制づくりに積極的に関わることのできる人たちの育成を目的として「岐阜県災害ボランティアコーディネーター養成講座（マネージャーコース）」を下記のとおり開設します。

記

１　主催

　　社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会

２　共催

　　岐阜県

３　実施期日・募集人数

	　
	　　期　　　　　　　日
	　会　　　　　　場
	　　募集人数

	　１日目
	平成２３年　１月１９日（水）
	岐阜産業会館
５階第１会議室
	５０名　

	２日目
	平成２３年　１月２５日（火）
	岐阜産業会館
５階第１会議室
	


　＊岐阜産業会館　住　所：岐阜市六条南２丁目１１－１　ＴＥＬ　０５８（２７２）３９２１

　　　　　　　　　交　通：岐阜バス　ＪＲ岐阜（バスターミナル）又は名鉄岐阜（新岐阜）乗り場
より「県庁」・「県民ふれあい会館」行き「産業会館前下車」
　　　　　　　　　駐車場：約３７０台収容の駐車場があります。
４　参加対象
　（１）災害（救援）ボランティアセンターと連携・協働が見込まれる団体の方

　（２）市町村の（災害または災害救援）担当者、市町村社会福祉協議会の事務局長等
　（３）災害（救援）ボランティアセンター連絡会参加予定の団体の方
（４）その他地域においてリーダーとして活動される方
Ex：県社協実施の災害ボランティアコーディネーター養成講座（一般コース）を過去に受講された方

　 　   　 　 市町村社会福祉協議会の災害ボランティアコーディネーター研修、または災害ボランティア研修等を過去に受講された方
５　講座の概要
　【１日目】　１／１９（水）
	　時　　　間
	講　座　の　概　要
	　　　講　　師　　等

	9:30～10:00

 10:00～10:10

 10:10～11:10

 11:10～12:10
12:10～13:00 
13:00～16:00 

	受付
開講・オリエンテーション

講義「行政の役割とボランティア活動について」　
講義
「災害図上訓練における避難の検討」
昼食・休憩
ワークショップ

「災害ボランティアセンターにおけるボランティアマネジメント」　

	岐阜県防災課
ＮＰＯ法人岐阜県災害ボランティアコーディネーター協議会

理事長　川上　哲也　氏
ＮＰＯ法人岐阜県災害ボランティアコーディネーター協議会

理事長　川上　哲也　氏


【２日目】  １／ ２５日（火 ）　
	　時　　間
	講　座　の　概　要
	講　　師　　等

	 9:30～10:00
10:00～12:00
　　　　　　
12:00～13:00

13:00～15:50

15:50～16:00
	受付
講義
「阪神・淡路大震災～その体験を語る～」
　 　水・食料、物資、情報などの初動対応を中心に　

　

昼食

グループディスカッション
「日常の地域福祉活動と災害支援活動とのかかわり」
閉講
	阪神・淡路大震災記念

人と未来防災センター 

語り部　谷川　三郎　氏
地域防災ネット中部
代表　岩井　慶次　氏


６　既受講者について

　　すでにマネージャーコースを受講された方も再度受講いただけます。 

７　その他

　・参加費は無料ですが、参加に要する交通費・昼食は自費負担です。
　・昼食は各自で御準備願います。
　　　　　
